
2022年度 施策マネジメントシート【2021年度実績評価】 年 月 日
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２．施策の事業費

３．施策の達成状況

0.6589

文化活動がしやすいと感じ
る町民の割合

文化活動への参加者数 960人

73.0 45.0

心豊かに暮らせるまち

１．施策の方針と成果指標

％ 42.2 77.4住民意識調査

町民

対象

成果指標 2019年度実績

74.3

1,220

451

意図

地域における文化活動への参加を促進すると
ともに、文化財などの収集・活用をすすめま
す。

施策の方針

策定時(2017実績)単位 2022年度目標2020年度実績

・文化・芸術を身近に感じさせる地域づ
くり

施策関係課 環境土木課

結果

2021年度実績

主　管　課

説明

2019年度決算

8,859

0.5229

16,304

0.5721 0.6829

①前期計画で得られなかった評価(45%超)を目標値としたもの。
　（※住民意識調査の回答項目を5択→4択に変更）
②現状の加速する減少率を改善し下げ止まりの傾向を示すもの。

2020年度決算

14,003

2021年度決算2018年度決算

現状の取組の延長で目標達成は難し
いが、現行事業の見直しや新規事業の
企画実施で目標達成は可能

（１）施策の達成度とその考察

1,384

成果指標
設定の考え方

生涯学習課（旧
社会教育課）調
べ

1,1721,196

施策事業費　(千円）

①2021年度
の成果評価
（前年度との比較）

　芸術鑑賞会は、町民参加による芸術鑑賞会実行委員会による
企画・実施の取組みを継続実施する。
　また、町民文化展への出展に対する協議を進め、これまで以
上に多くの作品が展示され、鑑賞できるよう内容検討する。
　文化活動の確保と充実に向け、文化協会をはじめ関係団体と
連携し、多くの町民が参加できる事業の実現を図る。

想定され
る理由

人工数（業務量）

現状の取組の延長で目標は達成でき
る

12,224

成果は変わらなかった

①②ともに指標は前年をやや下回ったものの、コロナ感染症の
影響下で減少幅は抑えられた。文化団体や町民活動支援セン
ター登録団体などの活動が評価されたことと、事業も様々な制
限の中である程度実施できたことによる評価と解する。

6

課長名

地域文化の形成とスポーツ環境の充実
施　策　名

2-2-1

15

施策番号

2022

基本目標

日下勝祐生涯学習課

心豊かで輝く人と文化を育むまちづくり

作成：

内　線

地域文化の振興
政策名

芸術鑑賞会等開催事業 芸術・文化振興支援事業

・町民との連携による文化芸術活動の充実
　芸術鑑賞会等開催事業では、町民参加による実行委員会組織での企画・運営が参加者からの高い評価につながっており、
今後も継続実施する。
　町民文化展の運営や出展に関する進め方について、見直しを含めて関係団体との協議が必要。
・児童生徒の文化芸術振興
　全国全道大会出場支援は、文化活動がしやすいと感じる町民の割合への貢献度が高い。
・文化活動団体の会員等の減少や指導者、後継者の確保という課題に対し、文化協会は活動方針等の明確化と体制の強化
が必要。また、事業の魅力を再考するなど新たな取組みが必要である。

成果は向上した

②施策の成果向
上に対して貢献
度が低かった事
務事業

成果は低下した

根拠
（理由）

③事務事業全体
の振り返り(総括)

①施策の成果向
上に対して貢献
度が高かった事
務事業

事業の見直しや新規事業の企画実施
をしても目標達成は難しい

（２）施策の成果評価に対する2021年度事務事業の総括

②2022年度の目
標達成見込み



４．施策を取り巻く状況変化・住民意見等

５．施策の成果向上のための具体的な取り組み（今後強化すべき取り組み、新たに実施すべき取り組み）

６．経営戦略会議（庁内評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（前期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（前期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（前期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した

Ｅ：（前期実施計画策定時と比較して）後退した

７．総合計画審議会（外部評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（前期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（前期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（前期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した

Ｅ：（前期実施計画策定時と比較して）後退した

A

今後の取組
に対する
意見

・町民参加を公表し、参加者の「達成感」を味わえる取組を行ってほ
しい
・文化協会活動の施設利用料の減免を検討してほしい
・文化協会登録料の補助について検討してほしい
・文化団体、文化協会の組織体制の強化を進めてほしい
・文化財の「見える化」に取り組んでほしい
・文化活動の利用料が人数に関らず同じであり、予約方法のルール
について利用者から聞取りをし、利用料や予約方法について改定に
取り組んでほしい

〇進捗結果

成果指標①と②が達成されており、芸術鑑賞会が町民参加しやす
く、図書館の取組みから、前進したと評価する。

A

Ａ：実現した　　　　　　　Ｂ：（前期実施計画策定時と比較して）大きく前進した　　　　Ｃ：（前期実施計画策定時と比較して）前進した
Ｄ：（前期実施計画策定時と比較して）変わらない又は維持した　　　　　　　　　　　　Ｅ：（前期実施計画策定時と比較して）後退した

C E

EC

・文化協会活動に要する施設利用料の減免要請。
・町民文化展の内容を再考。

D

この施策に対し
て住民や議会か
らどんな意見や
要望が寄せられ
ているか？

今後の取組
に対する
意見

５に記載の取り組みを進めてください。

評価

DB

B

評価

・芸術鑑賞会の継続開催。町民参加の実行委員会組織からの提案事業を実施。
　→様々な分野の鑑賞による町民満足度の向上。
・文化活動における「一流を見て、聴いて、学ぶ」視点から、各分野の技術や取組姿勢などについてクリニックを開催。
　→各種講座の開催においても実施。
・文化協会の活動内容などを検証し、魅力ある組織、活動への協議と事業実施への支援。
　→組織体制強化への協議。
・指定管理者と連携した公民館講座の充実。
・文化活動に必要な設備備品の計画的な整備。

（３）「施策の方針」実現に対する進捗結果（計画策定時との比較）

進捗結果

・芸術鑑賞会の開催は、町民参加による実行委員会組織として企画・運営を担っていただき、高評価を得ていることから、継続
実施として内容充実に努める。
・町民文化展の実施内容を見直す必要がある。
・文化協会活動の内容については、事業発展のための取組みを再考し多くの町民が参加・鑑賞できる事業の実施と組織の強
化が必要がある。
・文化芸術活動への支援として、鑑賞会、クリニック等の充実を図るとともに、大会出場助成を継続する。
・フレンドリーコンサートの内容充実と鑑賞者の増を図る工夫が必要である。

担当課評価同様に、前進したと評価する。

担当課
評価 〇

〇

施策を取り巻く状
況と今後の予測

　計画策定時と比較すると成果は向上となるが、この数年の状況か
ら判断すると現状維持程度。文化団体の活動に対し、新たな取組み
への協議や支援が必要。

A B C D E

進捗結果


